
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２６０１

基盤研究(C)（一般）

2015～2012

感性の理論史――美学（史）の再構築のために

History of the Theory of Aisthesis

８０２１１１４２研究者番号：

小田部　胤久（Otabe, Tanehisa）

東京大学・人文社会系研究科・教授

研究期間：

２４５２０１０１

平成 年 月 日現在２８   ６ ２０

円     4,000,000

研究成果の概要（和文）：　美学は20世紀末より、美学の語源がギリシア語で「感性」を意味する「アイステーシス」
のうちにあることに基づいて、〈感性論的転回〉を遂げつつあるが、美学のこの〈感性論的転回〉は必ずしも美学史の
豊かな再編成とは結びついておらず、そのため今までの美学理論の蓄積を十分活用した理論とはなっていない。本研究
は、(1) 感性論としての西洋美学の歴史的・理論的再構築、(2) 近代日本における西洋美学の移入に伴う日本的美意識
ないし芸術観の理論化の過程に認められる日本的感性論の歴史的・理論的再構成をとおして、美学史研究が同時に今日
の美学の根本問題を構成しうることを示した。

研究成果の概要（英文）：We have been experiencing an "aisthetic turn" of aesthetics which focuses neither 
on our artistic experience or creation, nor on the idea of beauty, but on the aisthesis's role in our 
aesthetic appreciation, or rather on our aisthetetic consciousness of our being. In my research I 
revisited the history of aesthetics from an aisthetic point of view, aiming at reorganizing and 
reanimating its heritage and thereby contributing to an "aisthetic turn" of aesthetics.

研究分野：美学
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１．研究開始当初の背景 
 
美学は 20 世紀末より、美学の語源がギリ
シア語で「感性」を意味する「アイステーシ
ス」のうちにあることに基づいて、〈感性論
的転回〉を遂げつつあり、またそれに伴い、
美学を「感性的認識の学」と規定した美学の
始祖バウムガルテンへの関心を呼び起こし
つつある。しかし美学のこの〈感性論的転回〉
は必ずしも美学史の豊かな再編成とは結び
ついておらず、そのため今までの美学理論の
蓄積を十分活用した理論とはなっていない。
本研究は、美学の〈感性論的転回〉に対応し
うる、あるいは美学の〈感性論的転回〉をさ
らに促進しうる美学史の構築を求めるもの
であり、それは美学史研究が同時に今日の美
学の根本問題を構成しうることを示す試み
でもある。 
 
２．研究の目的 
 
4 年間におよぶ本研究は大きく 2 つの部門
ないし軸からなる。 
(1) 西洋美学を「感性」論として捉え返す
に当たっての枢要な諸主題の歴史的解明。感
覚器官（以下「感官」と記す）はいくつある
のか、感官相互の間に序列はあるのか、感官
が仮に上級・下級に分けられるとしてその区
別の根拠は何か、個々の感官は相互作用する
のか、諸感官を関連づける器官（例えば共通
感官）は存在するのか、共通感官と想像力（な
いし構想力）はいかに関係するのか、感性は
知性といかに関係するのか――あるいは（仮
に感性がすでに認識を可能にするとして）感
性的認識は知性的認識といかにかかわるの
か――、感性は知的に意識されないもの（あ
るいは無意識的なもの）といかにかかわるの
か、感性は時間的・歴史的に変化するのか、
感性のうちに習慣は作用するのか、感性には
習慣を組み替える創造性が備わっているの
か、さらにまた直観と感性はいかに関係する
のか、こうした主題を美学史的に、すなわち
プラトン以後の理論史の流れに即して、検討
しつつ、従来の「美と芸術」に関する理論を
主たる対象とする美学史記述それ自体を再
構成する。また、直観と感性とのかかわりを
検討する際には、とりわけ、「見る」「聞く」
「触れる」といった動詞がどのような比喩表
現として用いられるのか、にも着目し（「研
究計画・方法」に記すように、「知的直観」
をめぐる議論は概して視覚の比喩を用いる
が、イデアの直観といった窮極的な場面にお
いて触覚の比喩に訴えることが多い）、比喩
語法のうちに見られる感性観をも明らかに
する。 
(2) 感性の理論における文化的・歴史的制
約についての解明。これは、私がこれまで科
学研究費によって 2004 年以後行ってきた研
究、すなわち「文化的キアスムの美学」（基
盤研究(B)、2004-07 年、課題番号 16320016）

および「『ヨーロッパ―アジア』の美学的理
念史」（基盤研究(B)、2008-11 年、課題番号
20320021）と本研究とを接続させるものであ
る。近代日本における西洋美学の移入は、20
世紀に入ったころから、日本に独自な伝統的
美意識ないし芸術観の自覚化・理論化をもた
らした（そして、その点についての研究は枚
挙にいとまがない）。だが、そこには同時に
日本的な感性（論）への自覚も認められる。
それはとりわけ、1930 年代以後展開された身
体論のうちに読み取ることができる。本研究
では間文化的(intercultural)な視点を導入
しつつ、近代日本における日本的感性論の形
成される過程を、西洋美学の移入を機縁とし
ての東西の動的な相互作用に即して描き出
す。 
 
３．研究の方法 
 
本研究は「研究目的」に記したように、(1) 
感性論としての西洋美学の歴史的・理論的再
構築、(2) 近代日本における西洋美学の移入
に伴う日本的美意識ないし芸術観の理論化
の過程に認められる日本的感性論の歴史
的・理論的再構成、という二つの軸からなる。 
(1) については、カント以後の近代美学が
わずかの例外を除いて感性論ではなかった
ことを歴史的に示しつつ、感性の理論史をプ
ラトン以後の美学理論に即して体系的に再
構築することを試みた。その中心は、プラト
ン、アリストテレス、ライプニッツ、カント、
ヘルダーといった西洋の美学史にとって重
要な思想家の個別研究のうちにある。 
(2) は 間 文 化 的 哲 学 (intercultural 
philosophy)の手法を通して近代日本の美学
の感性論的再検討を進めるものである。主と
して国際会議において成果を発表した。ため
に、ロルフ・エルバーフェルト氏（ヒルデス
ハイム大学）との共同研究、(3) は九州大学
の感性工学系の研究者と共同研究という形
を取る。 

 

４． 研究成果 
 研究成果は次の六つの点にまとめること
ができる。 
(1) 古典的美学における感性の位置づけに
関する研究 
 西洋哲学の原典ともいうべきプラトン、ア
リストテレスにおける感性論の検討を行っ
た。通常、プラトン主義は感性を否定する立
場と見なされてきた。たしかにそうした捉え
方は原則的には正しいとはいえ、しかし、プ
ラトンの感性論はこうした主張に終始する
ものではない。プラトンは、一方では感性が
感性として機能するための生理学的条件を
問い、個々の感覚器官に関する唯物論的説明
を試み、他方では、想起や間接知に代表され
るように、可感的なものが可知的なものの認
識のための出発点ないし例として機能する
ことを明らかにしつつ、同時にまた、習慣を



通して感性的世界の秩序を自らのうちに具
現する能力として感性を捉える。感性へのこ
うした多層的な接近のゆえに、プラトンは感
性論としての美学にとってすぐれた源泉た
りえていることを示した。また、プラトンを
批判したアリストテレスの感性論を議論の
対象とし、アリストテレスが感覚を誤謬から
解放し、また感覚をその現 実態に即して「生
きること」の一環として正当化していること
を明らかにした。 
(2) 「共通感覚」論に関する研究 
アリストテレスに由来する「共通感覚」論
について新たな視点から検討を行った。「共
通感覚」という古典古代から伝わる概念に関
しては、従来から、五巻に共通の感覚という
アリストテレス以来の系譜と、他者と共通の
見解（いわゆる常識）というキケロ以来のロ
ーマ的系譜があることはすでに通説となっ
ている。この二つの系譜は主観内的
(intra-subjective) な 次 元 と 間 主 観 的
(inter-subjective)な次元としてりかいす
ることもできる。こうした通説に対して、す
でにアリストテレスのうちに第二の系譜の
萌芽が、かつそれも豊かな萌芽が認められる
という命題を対置し、カントが（隔世遺伝手
金胃ではあるが）すぐれた仕方においてアリ
ストテレスの議論を継承し発展されている
ことを明らかにした。 
(3)  近代美学における「感性」をめぐる考
察 
 美学はライプニッツ学派に属するバウム
ガルテンによって造語され創設された学問
であるが、バウムガルテンによる「美学」の
定義が前提としているライプニッツ哲学に
遡りつつ、ライプニッツのモナド論がクリス
ティアン・ヴォルフを通して「経験的心理学」
という学問に結実し、これが 18 世紀後半の
「感性論」としての美学の成立を支えたこと
を明らかにした。その際、とりわけいわゆる
宇「無意識」の概念に着目し、それがライプ
ニッツ学派を越えて、シェリング、ヘーゲル
の美学理論に果たして役割を明らかにした。 
(4) カントの美学理論における「感性」の位
置についての研究 
 カントに関しては、第一に、『判断力批判』
における「構想力」の働きについて再興を加
えた・カントが構想力の作用に関してもちい
ている Zusammenfassung / Auffassung / 
Zusammensetzung / Darstellung といった述
語に着目し、『判断力批判』第一部における
構想力についての理論がいかなる点におい
て批判哲学に固有であり、またいかなる点で
批判哲学の内部で『判断力批判』に固有であ
るのかを明らかにした。また、第二に、カン
トの『判断力批判』における aesthetisch と
いう概念の持つ意義を、aesthetisch な意識、
aesthetisch な量評価、 aesthetisch な理
念という三つの位相に即して明らかにした。 
(5) ヘルダーの美学理論の検討 
 カント批判をとおして独自の立場を切り

開いたヘルダーの晩年の著作『カリゴネー』
の検討をとおして、感性論としての美学が
「生の技術」としての芸術という、カントに
おける自律的芸術観とは全く異なる芸術観
に結実していることを明らかにした。 
(6) 日本的感性論についての検討 
 第一に、日本的感性が、中国という仮想的
中心とのかかわりにおいて形成されたこと
を、白楽天についてのイメージの変遷に即し
て明らかにした。第二に、身体意識としての
感性の働きについて、とりわけ「共通感覚」
論をとおして考察を深めることをとおして、
近代日本における共通感覚論に新たな光を
投げかけた。さらに、第三に、日本における
近代美学の黎明期において、「美的生活」と
いう概念が中心的役割を果たしたことに着
目し、そこに近代日本の美学の基本特徴があ
ることを明らかにした。 
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